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平成19年度（後期）分子研研究会

平成19年度（後期）共同研究実施状況

開 催 日 時 研 究 会 名 提案代表者 参加人数

2007年 12月   4日（火）
         ～   5日（水）

光機能性と高選択的反応性の融合が切り拓く新しい
錯体光化学

鈴木　孝義
（大阪大学大学院理学研究科） 33名

2007年 12月 17日（月）
～ 19日（水） 先端的 ESR手法による分子性物質の新機能性探索 溝口　憲治

（首都大学東京大学院理工学研究科） 58名

2008年   3月 10日（月）
～ 11日（火） 分子の視点から見る光合成 杉浦　美羽

（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科） 47名

＊共同研究実施一覧（各課題名等）は「分子研リポート」に掲載することになりました。

協力研究 「積分方程式理論を用いた有機溶媒 -水混合溶液の相分離に関する研究」を始め47件

UVSOR施設利用 「MFI上のMoOx触媒活性種のL-XANESによる微細構造解析」を始め77件

施設利用 「核酸化学修飾方の開発」を始め34件

共同利用研究実施状況
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